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〈 目的 〉　近年 、健康増進を目的に運動の効果ぷ注目さ れてい る 。私たちは今までに発育期

洽よび老齢期の骨代謝に対する自由運動の効果を比較検討し報告してきたｏそこで今回は発

育期ラットを用い 、骨代謝に対する自由運動の効果とその性差を比較検討した 。

〈 方法 〉　実験動物には4 週齢のWistar 系 雌雄 ラ ット を用いた。雌雄それぞ れを運動・非

運動群 に分け 、い ずれも固型飼料を5  4 日間自由摂取させた。 運動群は １周1  m の回 転車付

個別ゲージに入れ自由運動させ 、飼料効率および骨破断特性などより比 較検討した。

〈 結果 〉　I)   運動効果 を雌雄それぞれについ て比較す ると、④雄は 運動によ ね飼料摂取量

は増加傾向にあるが、体重・飼料効率は有意に抑制さ れた 。雌は運動の有無による体重差は

みられ々いが 、運動群の飼料摂取量は有意に 増加し、飼料効率は有意に抑 制された。　 ②骨

破断特性(C  訃い ては運動によ ね雄は破断力 ・破断 エネルギー、雌は破断変形・破断エ ネルギ

ーが有意に大きく運動(C X る骨 強度増 加効果を示した。

T） 運動効果の性差は 、①運動群では雄は 雌よ わ飼料摂取量が増 加傾向IC あt｝、体重 一飼料

効率とも有意に｡大 きかった。非運動群では 雄は雌 より飼料摂 取量・体重・飼料効率と も有意

に大きかった。　 ②運動・非運動群と もに雄は雌 より骨強度が有意に大きかった・　 ③運動

群iC おける自由運動量は雄 よi) も雌が多い傾向にあった 。

〈 考察 〉　自由運動が雌雄ともに骨強度に 対して も有意な増強効果を示したが、とくに雄は

雌 より も運動量は少々いに もかかわらず骨強度をよ夕増強させ■ft ことから 、運動の効果には

性差 があることが示唆さ れた 。
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［a 的 ］　甲状腺ホルモン（サイロキシン:"^4　 ）の分秘に異常をきたした甲状腺機能充進症

においては，骨萎縮や骨粗髪症を伴う場合があり，さらに. ≪i常者に比べて血if B G  P 含有量

の増大することが報告されている。一方
■   T4
をふ化前のニワトリ胚に投与すると，小腸絨毛，

のアルカリホスハターゼ(  A  1  ‾p  )  活性の増加・ 並びに形態学的変化が観察されており^4

はニワトリ胚の発達過程においても，重要な役割を果していることが推察される。しかしなが

ら，骨に対する影響は明らかではない。そこで，ニワトリ胚を用いて，骨並びに血清ＢＧＰ含

有量にＴ４ がどのような影響を及ぼすかを・ 骨代謝と関連させながら観察してみた。

［方法］　ふ卵１０日目ニワトリ胚には,   L - サイロキシン（Ｔ４ ,   Sigma 社)   0 ,    1 ,

μg  . ふ卵1 4 日目胚にti.   0 ,   2 μg を5  0 μ１の5mMNaOH に溶解したものを気室側

から注入した．T,　0  u g の ものを対照群としtz.    1   0日目 胚に投与した場合ti, 投与1  ,   2

3 ,   4 並び に８日後に，また.    1 4 日目胚に投与した場合には，投与4  ,    6日 後に割卵し，大

腿骨並び|に血清を採取した。大腿骨のギ酸抽出物，並びに血清中のB  G P 含有量li , ラジオイ

ムノアッセイによって測定した。

［ 結果］　T4 を１０日目胚に投与する,と ，骨のB  G Ｐ 含有量ii, ふ卵1   3 ,    14 日目胚で減

少し，血;rf B G P 含有 量は，ふ卵11 ，12 ，13 並び に1 4 日目胚において有意に増加した。

も・ 骨並びに血清B  G  P 含有量にT,  投与の影響は観

は投与時期により，骨並びに血清B  G  p 含有量に対し

‾方． ^4 をふ卵1  4 日目 胚に投与しても，骨並びに血it B G  P 含有量にT

察されなかった。以上の結果から,   T　 は投与時期により，骨並びに血清B  G  p-ir有量に対し

ての影響が異なることが明らかにされ4 。また. 1  0  a 目胚にT4 を投与すると，血清B  G P

含有量が増加し，骨ＢＧＰ含有量が減少したのは，骨吸収が促進されたためであろうと考えら

れた。


